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モンゴル経済トピック（2011 年 8月） 
 

  
今月の主なトピック 
 

 

 

                                                                   

                                詳細は各項目を参照 

 
                                 

  

 1.経済 

 ウランバートル市内の主要食料品価格は、6月の平均価格と 7 月 27日の価格
を比較したところ、3.4％増となった。（MM3） 

 2011 年上半期の金融統計は次の通り。 
 主要食料品を除いた基礎インフレ率は、前年同期比 11.4％増。 
 マネーサプライは、前年同期比 63.8％増の 5兆 7726億トグログ。 
 総預金残高は前年同期比 64.5％増の 3兆 4060億トグログ。 
 債権残高の内訳は、89.8％が一般債権、1.5％が期限切れ債権、5.4％が不
良債権。 

 6 月 30 日のモンゴル銀行（中央銀行）の トグログの対ドル為替レートは

1258.64 トグログであり、前年同期比 110 トグログ高。（MT4） 

 4日、エルデネス・タバン・トルゴイ社がタバン・トルゴイ炭田（ウムヌゴビ県）で採
掘された石炭の輸出を開始した。（AE4） 

 1 日より、中国鉄道の天津－ニ連間の鉄道輸送料金が値上げされ、20 フィート
コンテナは 250 米ドルから 400 米ドル、40 フィートコンテナは 500 米ドルから

700 米ドルの値上げが行われた。（MT5） 

 ガソリン燃料はそれぞれ 90 トグログ値上げされ、A80 ガソリンは 1340 トグログ、
A92 ガソリンは 1590 トグログ、A95は 1660 トグログとなった。（US5） 

 関税及び付加価値税の免除対象品リストが更新され、中小企業が調達する生
産用機械及び設備、ナノ及びバイオテクノロジーなどの機材が免税対象となっ

た。（MR8） 

 9 日、大蔵省は、カシミア生産及び中小企業への支援を目的とした総額 3000
億トグログの国債の販売を市中銀行を通じて開始した。（MT9） 

 11 日、ソド・モンゴルグループの製油所の起工式がドルノゴビ県のサインシャン
ドで行われた。同製油所は、2014 年に完成し、原油 5000 トン/年を精製する予

定。（MT15） 
 モンゴル銀行（中央銀行）と韓国銀行（中央銀行）間で業務協力に関する了解
覚書（MOU）が締結された。（ZM15） 

 16日、自然環境・環境省及び北朝鮮国家環境庁間で観光分野における協力協
定の署名式が行われた。（MT17） 

 インフレ率は前年同期比 11.4％上昇。（経済） 
 政策金利の 0.25パーセントポイント引き上げ。（経済） 
 李明博韓国大統領、バイデン米国副大統領がモンゴル訪問。（経済） 
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 17日、定例閣議が開催され、スフバートル、ザミンウード、エレーンツァブ及び
アルタンボラグの国境検問所を通じて輸入されている燃料に対するディーゼル

燃料に係る特別税を無税から10 万トグログに引き上げることを決定した。
（MM18） 

 日本のコンクリート製造大手の會澤高圧コンクリート株式会社は、ウランバート
ル市にコンクリート生産工場を建設した。2012年より通常稼動を始める生産工

場は、モンゴルにおける最大規模のコンクリート生産工場である。（UN18） 

 22日、モンゴルを公式訪問した李明博韓国大統領は、エルベグドルジ大統領と
会談を行い、モンゴル・韓国の協力関係の拡充について意見交換し、鉱物資

源・エネルギー分野、保健医療分野及び農業分野での協力を強化し、航空便

の離発着枠の拡大、人的交流、文化・教育分野での交流を拡大することで合意

した。また、両国の関係を「善隣友好パートナーシップ関係」から「総合的パート

ナーシップ関係」に引き上げたことを発表した。（MT23） 
 22 日、モンゴルを公式訪問したバイデン米国副大統領は、バトボルド首相と会
談を行い、原子力エネルギーの平和利用、査証条件の緩和、経済貿易分野、

航空運輸分野、国防分野及び教育・文化分野における協力の拡大などについ

て協議した。（MT23） 

 22 日、モンゴル及び韓国の個人投資によりウランバートル市に建設される総合
病院の起工式が行われ、モンゴルの「サミット・メディカル・サービス」有限会社

及び韓国の「現代病院」の代表並びにフレルバートル保健省事務次官が出席し

た。同病院は 204 床を有し、モンゴルと韓国の医師らが共同で検査、診断、治
療、手術を行う予定。（TR23） 

 世界銀行は、モンゴルの第二四半期における経済成長率が、前年同期比
17.3％上昇したが、給与の引き上げ、人間開発基金による現金のばらまき及び

輸入額の増加（前年同期比 106％増）等によりウランバートル市におけるインフ
レ率は、前年同期比 11.4％上昇したと報告した。（UN25） 

 2011 年 8月 15日時点におけるモンゴルの貿易状況は次の通り。 
 貿易総額は 64億 400万ドル（前年同期比 84.5％増） 
 輸出総額は 25億 8980万ドル 
 輸入総額は 38億 1420万ドル 
 貿易赤字は 12億 2440万ドル（MT25） 

 モンゴル銀行（中央銀行）は、インフレ率が 5ヶ月連続で上昇しており、今後も
上昇する見込みであることから、政策金利を 0.25パーセントポイント引き上げ
11.75％とすることを決定した。（SH26） 

 シベーオボー社は、モンゴル初となる石炭乾燥工場を 8月中に操業予定。
（BCM180） 

 30 日、モンゴル開発銀行及び韓国産業銀行（KDB）間で、モンゴル開発銀行の
運営契約書に署名が行われた。同署名式にはバトボルド首相、プレブドルジ・

モンゴル中央銀行総裁、姜万洙（カン・マンス）韓国開発銀行会長、ハシチョロ
ーン国家開発改革委員会委員長兼モンゴル開発銀行取締役会長らが出席した。
（MT31） 
 



 3 

 2.経済協力 

 アジア開発銀行（ADB）及び国連児童基金は、無償資金協力によりモンゴルの
基礎教育学校校舎改修事業のために 600 億トグルグを供与した。また、世界

銀行の融資により幼稚園をウランバートル市に 19 園、各県所在地に 1 園を建

設することとなった。（US6） 

 「ハーンクエスト 2011」国際軍事演習に参加したアメリカ陸軍及び海軍はウラン
バートル市ハン・オール区の家庭病院の増築を行い、病院側に引き渡した。
（SH11） 

 10 日、日本政府無償資金協力（総額 36.5 億円）により建設されている太陽橋

の橋桁締結式が行われた。同橋の工事は 2012 年 11 月に完了する予定。
（MT11） 

 11日、アジア開発銀行は、道路・運輸・建設・都市計画省道路庁に対し、モンゴ
ルの道路拡充のために無償資金協力（総額 200万ドル）の支援を決定した。モ

ンゴル全土で全長 2180 キロメートルの舗装道路は、2016 年には全長 5572 キ

ロメートルとなる予定。（SH16） 
 韓国政府の温室効果ガス削減支援協力の一環として、ドルノゴビ県のハタンボ
ラグ郡、ゴビアルタイ県のアルタイ郡、ツェール郡、ボヤントーロイ郡の 4郡に

おいて、太陽光発電施設の設置が決定し、モンゴル国エネルギー庁と韓国の

「大邱シティガス」社は、共同で同計画の F/Sを開始した。（MT25） 
 

 

 3. 金融 
（特記事項なし。） 

 
 4．貿易等 

（特記事項なし。） 
 

  5．インフラ 
（特記事項なし。） 

 

  6．エネルギー  
（特記事項なし。） 

 

7． 教育 
（特記事項なし。） 

 

 8．農牧業  
 ゴビアルタイ県、ザブハン県、オブス県、ウムヌゴビ県、バヤンウルギー県を除
く各県で馬インフルエンザの感染が拡大しており、約 7万頭の馬が感染し、約 1

万頭が死亡した。（MT9） 
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 9．保健医療 
（特記事項なし。）  
 

 10．環境 
（特記事項なし。）  

  

 11．情報通信  
（特記事項なし。）  

 

 12．その他  
（特記事項なし。）  

 

 

 
※括弧の中の記号は新聞名と日付を表す。 
（US ウドゥリーン・ソニン紙、ZM ゾーニー・メデー紙、UNウヌードゥル紙、MM モンゴリン・メデー紙、TR モンゴリー

ン・ウネン紙、AE アルディン・エルフ紙、SH ウンデスニー・ショーダン紙、NT ニーゲミ―ン・トリ紙、MP ウグルー
ニー・ソニン、MT モンツァメ通信、DP ウドゥリーン・ショーダン紙）                     

 

（了） 


